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小さな子どものための

おさんぽ会

①日常のことは一時忘れてリラックス。静かな心で出かけましょう。
②お散歩中、子どもが「やりたい」気持ちを大切に、大らかに見守りましょう。
③子どもの驚き、喜び、わくわく…に心を寄り添わせましょう。

センス・オブ・ワンダーの心で楽しむ、おさんぽ

シュレーゲル
アオガエル

　春になると、鯉川沿いの
林内からコロロロロロ♪♪
という ､独特の高い響き声
が聞こえてくるようになり
ます。繁殖期を迎えたシュ
レーゲルアオガエルのオス
がメスを誘う声です。
　メスは白い泡状の卵塊を
土の中に産み付けます。

カルガモ　
　マガモ、コガモなどカモの仲間には
冬になると大陸から渡ってくる冬鳥が
多いのですが、カルガモは１年を通じ
て市内で見ることができます。
　くちばしの先が黄色いのが、カルガ
モの特徴です。

作・あきる野市環境委員会　森のようちえん部会



第６６回おさんぽ会（菅生地区の鯉川）

★令和４年4月１７日（日）くもり

参加者：７組２０人

（環境委員会森のようちえん部会、あきる野市環境政策課）

☆参加者の感想（抜粋）
子どもの様子は？ ・たんぽぽの綿毛にてんとう虫、牛に夢中でした。（女・４才）

・虫や植物に触れ合って、いつもと違った笑顔を見る事ができて良かったです。（女・５才）

・０歳の下の子を含めて、楽しそうでした。普段、虫を怖がる娘も率先して虫を捕っていて

驚きました。（女・４才、男・０才）

・たいへん機嫌良く楽しく歩けました。（男・１才）

・すごく楽しかったです！自分たちだけでは体験できないことでした。（男・４才）

保護者の方は？ ・久しぶりに童心に戻って、小さい頃に遊んだ記憶がよみがえりました。（女・５才）

・色々な姿のてんとう虫を見られて嬉しかった。秋川牛がとてもキレイな部屋に居てビッ

クリしました。（女・４才）

・程よい行程で、最後まで楽しめました。（女・４才、男・０才）

・いつもと違う子供の様子を見られて、親としても楽しかったです。（男・１才）

春の小川の
おさんぽ


